




































                                                   

























表 2 より明らかなように、2012 年時点で日本の輸入全体の 1／3 を占めるのが鉱物性燃料である。他
の輸入品目と比べてひときわ金額、シェアが大きい。事故前の 2010 年時点では鉱物性燃料の輸入金額
は 17 兆円（輸入全体に占めるシェア 28.6％）であった。これが事故後の 2012 年には輸入額が 24 兆円
（シェア 34.1％）へと 6.7兆円（5.5ポイント）も増加した。中でも特に伸び率が大きいのが液化天然




で 100 万 BTU あたり単価 3 ドル以下）と比較し、5 倍以上の高値（2013 年 6 月で単価 17.7 ドル）で購
入している。こうした不利ともいえる取引状況が輸入急増の大きな要因となっている。 
 





日本からの輸出主力を表 2に示した。日本の主力輸出品目は、輸送用機器（2012年 15兆円 23.5％）、
一般機械（12.8兆円 20.1％）、電気機器（11.4兆円 17.9％）であり、これら 3品目で輸出全体の 61.5％
にもなる。この主力 3 品目の 2010 年時点の輸出割合は 61.2％であり、輸出構造に大きな変化は見られ
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ない。金額は 3 品目合計が 2010 年で 41.2 兆円、2012 年には 39.2 兆円と 5％ほど減少している。輸出




らかなように、2012 年時点の裾野産業分野輸出で多いものは、鉄鋼 3.5 兆円 5.5％（2010 年 3.7 兆円
5.5％）、半導体等電子部品 3.3 兆円 5.2％（4.2 兆円 6.2％）、自動車部分品 3.2 兆円 5.0％（3.1 兆円
4.6％）、原動機 2.3 兆円 3.5％（2.3兆円 3.5％）、IC2.2 兆円 3.5％（2.7 兆円 4.1％）などである。こ
れらだけでも合計は輸出全体の 22.7％にも達する（主力 3品目との重複あり）。2010年時点では輸出全
体の 23.9％を占めていた。裾野産業分野は日本の輸出の影の主力分野だったのである。 



























 これは中国にとっても同様で、2010 年時点で中国の鉄鋼輸入の 40％、自動車部分品の 43％、半導体































有機化学品 116.7% 104.7% 115.7% 116.0% 110.8%
鉄鋼 107.9% 95.7% 95.3% 74.2% 77.5%
ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 167.2% 136.5% 221.8% 133.8% 98.0%
モールド金型 137.5% 119.2% 128.2% 100.2% 84.0%
コンデンサー類 98.0% 80.6% 84.8% 84.8% 105.3%
半導体等電子部品 126.2% 99.3% 128.8% 99.7% 100.4%
小型自動車 86.2% 99.8% 122.9% 39.1% 39.2%
自動車部分品 101.7% 105.0% 108.7% 70.3% 66.9%
プレス金型 94.9% 104.9% 116.0% 125.9% 120.0%
分子：比較データ区間 2011年3～8月 2011年9～2月 2011年3～8月 2012年9～2月 2012年9～2月
分母：比較基準 2010年同月 2010年同月 2010年同月 2010年同月 2011年同月  
資料：国連貿易統計データベースの数字を元に計算   
 
（３）尖閣諸島国有化問題による日中裾野産業分野貿易への影響 









 表 4に示した通り、小型自動車は尖閣国有化直後半年で前年度比 39％まで低下した。各月別に見ると
2012年 10月は前年比 15％と大幅に落ち込んだ。小型自動車輸出で非常に大きな影響があったことが統
計上明らかである。しかし徐々に盛り返し、2013 年 4 月には前年同月比 81％にまで回復した。自動車
部分品では 67％に低下した。2012 年 10月は 54％であったが、2013 年 4 月には 89％に回復している。
鉄鋼は 78％、モールド金型は 84％に低下した。一方で、半導体等電子部品は 100％と横ばい、プレス金
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